
9 －次号は４月25日（金）配布開始－

　

広
報
３
月
号
（
№
95
）
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
㈫
よ
り
消
費
税
率（
国
・

地
方
）
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
上
下

水
道
料
金
を
改
正
し
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
率
５
％
の
税
込
で
使
用

者
か
ら
消
費
税
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。
４
月
１
日
㈫
よ
り
消
費
税
率

が
８
％
へ
引
き
上
げ
に
な
る
こ
と
に

伴
い
、
上
下
水
道
料
金
を
消
費
税
率

８
％
の
税
込
料
金
に
改
正
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
経
過
措

置
が
あ
り
、
４
月
１
日
㈫
よ
り
前
か

ら
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
４
月
使
用
分
（
６
月
徴
収
分
）

ま
で
５
％
の
消
費
税
率
が
適
用
さ
れ
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上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
ま
す
。

※
給
水
装
置
の
新
設
な
ど
に
伴
う
水

道
加
入
分
担
金
に
つ
い
て
も
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
４
月
１

日
㈫
よ
り
８
％
の
税
込
額
の
改
正
と

な
り
ま
す
。

４
月
分
か
ら
の
手
当
額
の
お
知
ら
せ

〜
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
　
　
　
　
   

障
害
児
福
祉
手
当
の
額
改
定
〜

　

平
成
26
年
４
月
よ
り
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

障
害
児
福
祉
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
12
年
度
以
降
、
物

価
下
落
時
に
据
置
き
措
置
が
と
ら
れ

た
経
緯
か
ら
生
じ
て
い
る
特
例
水
準

を
、
３
年
間
で
解
消
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
た
「
国
民
年
金
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と
に

伴
う
も
の
で
す
。

※
今
年
度
０
・
３
％
引
き
下
げ

　

改
定
額
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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改訂前
（３月まで）

改訂後
（４月から）

特別児童扶養手当（１級） 50,050円 49,900円

特別児童扶養手当（２級） 33,330円 33,230円

特別障害者手当 26,080円 26,000円

障害児福祉手当 14,180円 14,140円

４月１日より、コミュニティセンター　　
　　　　　　　　　の休館日を変更します

変更後 変更前

月曜日（ただし、国民の
祝日と重なった日は開館
し、翌平日が休館）

・月曜日（国民の祝日を
　問わず月曜日が休館）
・お盆休み（８月13日
　～ 16日）

問 教育委員会生涯学習課　☎58‐2111（内線9314）

20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
！

国民年金
　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
る

と
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
※
平
成
26
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
１
５
２
５
０
円
で
す
。

　

納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
に
は
、
学

生
本
人
の
所
得
（
平
成
25
年
中
）
が
基

準
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
学
生
納
付
特
例

（
納
付
の
猶
予
）
を
希
望
す
る
学
生

の
方
は
、
年
金
手
帳
・
学
生
証
（
コ

ピ
ー
可
）・
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
ま
た
は
谷
和

原
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

す
る
だ
け
で
申
請
が
可
能
で
す
。

※
20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
っ
た
期
間

は
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

■
基
準
額
と
は
？

　

学
生
本
人
の
平
成
25
年
中
の
所
得

が
、
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な

ど
の
数
×
38
万
円
）
＋
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
合
算
以
下
で
あ
れ
ば
申

請
は
可
能
で
す
。

■
ど
ん
な
学
校
が
対
象
な
の
？

　

学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
通
う

方
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課

程
の
方
も
含
む
）。
た
だ
し
、
修
業
年

限
が
１
年
未
満
や
海
外
の
学
校
な
ど

一
部
該
当
し
な
い
学
校
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
の
？

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
後
で
納
付
で
き
る
の
？

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

■
申
請
後
は
ど
う
す
る
の
？

　

申
請
を
す
る
と
、
承
認
ま
た
は
却

下
の
結
果
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か

ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
請
中
に
納
付

書
や
催
告
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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